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新年のご挨拶 

じゃおクラブ代表 大澤 輝之 

じゃおクラブ会員の皆様、2023 年・令和 5 年の新年あけましておめでとうございます。 

本年もクラブの諸活動に参加され、有意義な年をお過ごしになられることをお祈り申し上げます。 

未曽有の災厄であるコロナ禍もついに 4 年目に入ってしまいました。第 7 波が下火になり、社会活動

が正常に復帰しつつある中、またも第 8波の流行の兆しが見えております。数回にわたるワクチン接種

や集団感染による免疫の獲得、コロナとの共存手段が学ばれたためか、世界的に従来のような爆発的流

行にはならないようですが、個々の方々が基本的な自衛手段によって用心を怠らないようにすることが

大切だと考えます。今冬はコロナと見分けがつき難いインフルエンザの流行の心配もささやかれており、

これへの注意も肝要になりそうです。 

じゃおクラブ各地域の活動もコロナ前の状況に徐々に復旧しつつあるようですが、このまま大流行が

再発せず、従前の活動が心おきなく開催できるようになることを願うばかりです。我々平均余命表を眺

めながら指折り数えている年代においては、健康で楽しく過ごせる一年一年は大切で切実なものです。

既にコロナ禍によって奪われた日々を悔いても仕方がありませんが、是非今年は充実した一年としたい

ものです。 

会員の高齢化などによる会員数の減少対策として、昨年はいくつかの新しい施策や会費の改定を行い、

関係会員のご努力でその効果がやや見えてきたように感じられます。新規会員の勧誘については、ホー

ムページなども通じて、皆様にその施策をお伝えし、ご努力をお願いしておりますが、本年は公的機関

との連携も選択肢に加え、よろしく会員各位のご尽力をお願い致します。 

 昨年はロシアによるウクライナ侵攻や、安倍元首相の暗殺とそれに伴う一部の宗教と寄付への対策、

大きな自然災害などもあり、特に安倍氏の国葬については国論を二分する事態となりました。それを吹

き飛ばしてくれたのがワールドカップサッカーでの日本代表のベスト 8 に今一歩の大活躍や、メジャー

リーグでの大谷選手の常識破りの活躍でした。この時は全国民が一丸となって応援し、平和と国の安定

を実感しました。本年も一つでも多くの明るい話題が日本中を照らしてくれればいいなと、願っており

ます。 

先日あるテレビ番組で「どうして年を取ると一年が短く感じられるのか？」という、いつも我々が思

っていることを取り上げていました。学問的には、子供や若い人は毎日様々な刺激があって一年が長く

感じるのに、年を取ると興味のある刺激も少なくなって漫然と毎日を過ごすために一年が短く感じると

いうことだそうです。今年は何とか周囲の出来事に興味を持って、夜寝る前にその日のお昼に何を食べ

たか思い出せないようなことがないよう、心機一転したいと思っています。 

閑話休題、本年もじゃおクラブの益々の活性化のために、皆様のご健勝をお祈りすると共に、積極的

な活動をお願いしてご挨拶とさせていただきます。 

https://jaoclub.com/
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▌２０２２年じゃおクラブ十大ニュース 

「じゃおクラブ 10 大ニュース」は、後にじゃおクラブの歴史を振り返る資料です。2022 年の主な活

動を記録するため、各地域で選出した候補を元に、運営委員が協議の上でまとめた「2022 年じゃおクラ

ブ 10 大ニュース」を発表します。 

※ 2011 年から 2018 年にかけて、運営委員会では、その年のトピックスを「じゃおクラブ 10 大ニュ

ース」としてまとめていました。その後は、コロナ禍の影響もあって途絶えていましたが、年度ご

との活動を記録するため「じゃおクラブ 10 大ニュース」の選定を再開することにしました。 

1. 本部の運営・活動の見直しと年会費の値下げ（4月） 

❖ 本部の活動を縮小し、じゃおサロンと通常総会の特別公演を廃止しました。さらに、オルタ館

執務スペースの廃止や総会議案書の印刷・製本の廃止などを行いました。 

❖ 本部の活動縮小による経費削減を原資として、年会費を 6,000 円から 4,000 円に値下げしまし

た。これは、入会促進の一助となると共に、会員の負担軽減にも資することになります。 

2. 新入会員「入会キャンペーン」の継続と会員募集活動の成果（通年） 

2021 年度に始まった「入会キャンペーン」を継続し、少しずつ効果が出始めています。湘南では、

2 年半ぶりに対面開催された藤沢市の地域活動見本市や、じゃお湘南のチラシ改訂の効果がありま

した。県央では、会員勧誘イベントの効果や会員の紹介での入会が生まれています。多摩・田園で

は、改訂されたホームページを見ての入会があり、合計すると 2022 年 1 月から 12 月の新入会員

は 9 名でした。（湘南：3 名、県央：5 名、多摩・田園：1 名） 

3. 個人情報保護方針の策定とホームページへの掲載（10月） 

改正された個人情報保護法に対応するため、地域じゃおの意見集約を経ると共に、円滑な事務手続

きや、活動への影響を最小限に抑えることを考慮した上で「個人情報保護方針」を作成しました。 

4. じゃおクラブ本部ホームページと本部チラシの改訂（10月） 

最近のじゃおクラブの活動に対応した内容とすると共に、よりわかりやすいホームページを目指し

て本部ホームページを改訂しました。同時に本部チラシも改訂し、ホームページとチラシの表現の

一貫性が保たれるようになりました。 

5. コロナ禍に対応するためオンライン方式を活用（通年） 

❖ 本部：総会をオンライン方式による議案説明会と Web.アンケートによる議決権行使で運営し

ました。 

❖ 湘南：「万華鏡」作りのオンライン配信で、ちがさき市民活動サポートセンターの「子供工作教

室」に参加しました。四木会、仮想投資クラブは、メールや ZOOMも活用しています。 

❖ 多摩・田園：オンラインを併用して定例会とグラファーズの定期開催を継続しています。 

6. 新型コロナウイルス感染症への万全の感染対策で再開した活動（通年） 

❖ 湘南：農園花見会・収穫祭・芋煮会・納会を復活再開しました。 

❖ ベイサイド：健康カラオケとワインの会を 3 年ぶりに再開しました。中断した「大山街道を歩

く」も最後の 4 回目を再開して完歩しました。 

❖ 多摩・田園：蕎麦打ちと工作教室、ランチ&カラオケを再開しました。 



 

 

- 3 - 

❖ 上記以外にも、各地域じゃおではコロナ禍のもとで活動を続けるための様々な工夫が行われま

した。 

7. 県央の 25周年記念行事（10月） 

県央は 25 周年を記念して 25 名の参加のもと、横浜景観クルージングを開催しました。 

8. 多摩・田園の農地移転と整備（通年） 

旧農地の返却に伴い2022年1月より約半年かけて新しい農園の整備を行い、料理も再開しました。

活動内容に合わせて、名称も「楽しい農園」から「大人の遊び場」へと変更しました。 

9. 湘南の農地を移転（6月） 

じゃお農園で長らく使用した 1号・3 号畑を永田農園へ返却し、代替地として新 1 号畑を開設しま

した。 

10. 新しく始めた活動（10月） 

県央は初の試みとして「えびなビナレッジ」のハロウィーンイベントに子供向けお面作りで参加し

ました。 

▌事務局だより 

１．12 月 1 日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

39 34 31 28 132 名（Eグループ会員：118 名） 

12 月入会 宮越 正敏氏（湘南） 岡田 次郎氏（湘南） 

２．運営委員会報告 

12 月は、運営委員会は開催されませんでした。 

３．次回の運営委員会 

日時：2023 年 1 月 22 日（日）10:00～12:00 オンライン開催 

議長：福山委員、書記：安田委員 

帰らぬ人を偲ぶ 

2022 年、じゃおクラブでは 2 名の会員が帰らぬ人となられました。ここにお名前を記し、長年のじ

ゃおクラブへの貢献を感謝すると共に、心よりご冥福をお祈りいたします。 

❖ 岩崎通義さん（県央） 2022 年 2 月 12 日 享年 84 歳で逝去されました。 

27 年間に亘ってじゃおクラブの活動を支えてくださいました。 

❖ 大野耕一さん（湘南） 2022 年 3 月 5 日 享年 87 歳で逝去されました。 

運営委員を務めるなど、27 年間、多方面に亘ってじゃおクラブの活動を支えてくださいました。 

※ 「帰らぬ人を偲ぶ」では、じゃおクラブ在籍中に逝去された会員を記します。  



 

 

- 4 - 

▌特別寄稿 

家族がコロナにかかったら 

多摩・田園 竹内 純一 

年末に家族が新型コロナウイルスに感染しました。幸い軽症で終わる見込みですが、自宅療養になり

ましたので、その経験を綴ります。皆様のご参考になれば幸いです。 

クリスマス・イブ、我が家は新型コロナウイルスの感染に見舞われた。同居の娘が感染したのだ。始

まりは 12 月 23 日の夜だった。喉の軽い痛みで始まったものが、徐々に咳がひどくなり、熱が上がって

きた。用意してあった新型コロナウイルスの抗原定

性検査キットで検査したところ、結果は陰性だっ

た。 

翌 24 日朝、38℃の発熱が続き、咳もひどくなっ

た。抗原定性検査に先立って受けた PCR検査の結

果も届いたが、こちらも陰性。もしかしたらインフ

ルエンザではないかと考え受診することにした。（写真上：新型コロナ陰性を示す抗原定性検査キット） 

かかりつけ医に電話するが、発熱患者を診る体制になっていないので、受診はお断りと言う。止むを

得ず、朝 8 時頃から発熱外来を探したところ、運よく車で 10 分ほどのところにあるクリニックの予約

を取ることができた。 

送っていった家内の話によると、9 時ちょうどにクリニックへ着き、車に乗ったまま、コロナとイン

フルエンザの検査を受けたそうだ。その後、医師から告げられた検査結果は「コロナが陽性で、インフ

ルエンザは陰性」であった。前日の検査結果とは違う。どうやら、体内のウイルス量や、検体採取の方

法によっては、検出できない場合があるようだ。家庭で行う検査や唾液を使った検査を過信してはいけ

ないと気づかされた。 

同居の家族から感染者が出たので、私も家内も「濃厚接触者」になる。私と家内はじゃお多摩・田園

の活動で、翌 25 日に「東芝フィルハーモニー管弦楽団の第 49 回定期コンサート」を聴きに行く予定だ

ったが、参加者に濃厚接触者になったことを伝え、欠席することにした。 

コロナ感染がはっきりしたため「家庭内隔離」が必要になる。早速、家族会議で相談し、次のことを

決めた。 

1. 家族が顔を合わせる時や娘の部屋に近づく時はマスクを着用する。 

2. 娘は、なるべく自分の部屋から出ないようにする。 

3. トイレと洗面所は使い分ける。娘は 2 階を、私たち夫婦は 1 階を使用する。 

4. 可能な時は、部屋の窓を 5～10cm開けて換気する。 

5. 娘の部屋の前に、手指消毒のアルコールと除菌シートを準備する。 

6. 食事は一緒に摂らない。娘の分は部屋まで運び、終わったら部屋の前に食器を出してもらう。 

7. 娘が使った食器は、食事が終わる都度、洗剤で洗う。 

8. お風呂は娘に最後に入ってもらう。お風呂の後は洗ってから換気する。 
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この原稿を書いている時点で発症から 6 日目になるが、対症療法が効果を発揮し、症状は軽快したよ

うだ。幸い、家内や私に症状はないので、5 回目のワクチン接種が効果を発揮しているのかもしれない。 

報道などで「オミクロン株は重症化しない」と伝えられている。確かに 4～5 日で軽快すれば軽症な

のだろう。しかしながら発熱と強い喉の痛みを伴うので、それなりの備えが必要と思う。我が家では発

熱外来探しが必要となり、さらに準備物の一部が足りず、急いで買い求めることになった。 

我が家の準備 

1. コロナワクチン接種、インフルエンザワクチン接種を受ける。 

2. 抗体定性検査キット（医療用のもの）を備えておく。（限界はあるが、手元で検査できる） 

3. 発熱外来対応のクリニックを探しておく。そのクリニック迄の移動手段を考えておく。 

4. 感染に備えて、以下のものを準備しておく。 

(ア) アセトアミノフェン（解熱鎮痛薬）、または市販の風邪薬 

(イ) 手指消毒液（消毒用エタノールなど）や除菌シート（ウイルス対応のもの） 

(ウ) 体温計（使い分けるので 2 個あると便利） 

(エ) 水分補給のための、経口水分補給液またはスポーツドリンクなど 

(オ) 食べやすいもの（レトルトのおかゆ、ゼリー、ヨーグルトなど） 

ありがたいことに、じゃおクラブの仲間から買い出しの申し出もいただいた。今のところ、私と家内

は元気なので普通に生活できている。 

2022 年、我が家では、年初に感染性の胃腸炎で家族 3 人がお腹を壊し、1 月 6 日から休日診療のクリ

ニックへ行く羽目になった。さらに、年末がコロナ感染で終わるとは、よくよく細菌やウイルスに好か

れた一年であった。どうも我が家にとって冬は最悪の季節らしい。 

▌会員だより 

家族旅行 

県央 鈴木 弘道 

今年 11月 18 日で 77 歳になりました。 

そして海老名市にきて 25 年になります。人生の四半世紀を海老名で過ごした事になります。そして

結婚して 50 年妻と二人暮らしです、金婚式になります。幸い妻も私も元気で定年離婚も無い様なので

エメラルド婚式(55 年)、ダイヤモンド婚式(60 年)も大丈夫と思っています。子供は娘一人結婚して孫は

二人出来ました、男の子です。大学二年生と中学三年生です。新型コロナが流行って娘は県内にいるの

ですが会うことが少なくなりました。私は歌が好きで新しい演歌を覚えカラオケボックスで 90 点以上

を目指して授業料を納めています。中学三年生の孫は受験で頑張っています。娘から誕生日祝いのメー

ルが来ました。高校受験が終わったらみんなで旅行に行こうというメールでした。新型コロナが流行っ

てから家族旅行は初めてです。私は最近運転免許証を返納しました。旅行の為ではないのですが毎日散

歩して健康に気を付けています。 

家族旅行が楽しみです。  
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「智徳を思い、剛健を勢う我等」の同窓会 

じゃお県央 鈴木 富男 

後期高齢者になって、記憶力の衰えや注意力がやや散漫にはなっていると感じてはいるが、それでも

結構忙しい毎日を送っている。今回はその忙しいことの一つ、高校の同窓会の幹事を仰せつかっており、

その活動内容を報告したい。 

その幹事とは、湘南高校の同窓会（湘友会）の支部、湘北支部の幹事である。湘北支部とは相模原市、

大和市、座間市、海老名市、綾瀬市在住の卒業生で組織されていて、会員数は約 250 名弱になる。高校

の同窓会とじゃおクラブとどんな関係があるのかと思われるかもしれないが、よく似ているところも多

い。1 つは、じゃおクラブのように女人禁制ではないが事実上女性は余り出てこないし、「おやじ」とい

うよりはほとんど年寄りばかりと言える。また、これが決定的に似ているのだが、それぞれの出身大学

はどこそこだ、どこそこの会社の役職はどうだったという話はしない。してはいけないという決まりは

ないが、集まれば高校時代、青春時代の話になる。それも 20 回生（私が 40 回生で 76 歳だから、90 歳

代ということになる。）から比較的若い 50回生までで歳の差は感じない。 

それでは湘南高校について若干紹介しておこう。じゃおクラブの会員にも卒業生は多いのではと思う

が、当時は県下一の進学校だった。東大への合格者は、都立高校全盛時代にあっても県内で唯一ベスト

テンに入っていた。そのため、湘南への進学もそれなりに大変で、しかも学区制が敷かれていたので、

藤沢、鎌倉、茅ヶ崎の学区内からよりも、学区外からの進学は大変でそれなりの優秀な生徒が多かった。

例えば、大和市の中学校から湘南に入り、東大に進学してからアメリカに渡り、後にノーベル賞を受賞

した根岸博士も卒業生だ。 

いよいよ本題に入るが、湘北支部では毎年 1 回「湘北の薫り」という会報を出す。会報の編集は私で

はなく支部長の仕事だが、その会報を約 250 名の会員に郵送するのが私の仕事だ。会報の中に総会とゴ

ルフやハイキングなどの活動予定の案内が記載されているので、その出欠席を尋ねるハガキと、年会費

を納めるための振込用紙を同封する。それを私一人自宅で行うが、ソーターなど洒落た機械がある訳で

なく、しかも作業台もないので、仕方がないのでベッドの上に資料を並べて封入するという人に見せら

れる作業ではない。それと、封筒のあて名書きも 250 通となると大変だ。とても手書きでは無理なので、

「筆まめ」というアプリを購入して住所と氏名を打込み、タック紙に印刷して封筒に貼って郵送する。 

総会では、前年度の事業報告と決算が議案となる。それと今年度の事業計画と予算は報告事項となる。

これらを議案資料として作成するのだが、幸か不幸か総会に出席する人は会員のうち約 1 割、25 名程

度なので、例によってベッドの上がソーター替わりとなる。しかし、準備は資料作成だけではない。名

札、領収書、出席者名簿なども必要となる。今年から総会の受付は混み合うので助手を 2 人付けてもら

った。昨年は受付が長引き、私が資料の説明に対応できなかったからだ。今年の総会には、現役の校長

にも出席してもらったのと、併せて卒業生の鯉沼眞理子さん（45 回生）に特別講演をお願いした。鯉沼

さんはフェンシングの日本代表としてモントリオール五輪に出場した方だが、湘南には 8 人ものオリン

ピアンがいると聞いて驚いた。鯉沼さんは現在でも週 2 回フェンシングの指導をされているというが、

齢 70 歳を超えてもすごくチャーミングな方だった。講演が終わるとお待ちかねの懇親会が始まるわけ

だが、その前に今年始めて出席した方 2 名に、自己紹介と高校時代の思い出話をしてもらう。そして宴

が始まり宴たけなわの頃校歌斉唱で終わるわけだが、幹事の仕事は会場への清算が残っているので、余

り酔っぱらうわけにはいかない。これらを無事に終えて今年の幹事の仕事はほぼ終わる。 
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乗馬体験 

ベイサイド  諏訪 隆三 

初めての乗馬体験をしました。 

11 月下旬に丹後、丹波地方を旅行。丹波篠山から京都美山への途中、京丹波に初心者でも外乗り体験

ができる場所があると知り予定に組み入れる。 

先ずは予約の電話から。 

タニモトホース： 「外乗り体験コース希望ですね､初めてですか？ 身長は、体重は・・・65 歳以

上の方はおられますか？」 

スワ： 「75 才と 73 才です、腰が少し痛いし、妻も膝を曲げるのが少し辛いのですが」 

タニモトホース： 「えっ！・・・」 と一瞬沈黙が漂う、 

 「馬にまたがれますか？ ・・・一応スポーツですので・・・、ともかく来てい

ただいてから考えましょう」 

で何とか予約成立。  

当日、ランチ（牧場の意味だそうです）につき、10 分ほど注意事

項の説明があり、その後ヘルメットを着用、早速馬にまたがり、鐙

に足を掛けるときは踵を下げること、手綱の持ち方、進めと、停止

の合図、左右の方向指示の出し方など基本的な操作の実践練習。 

最低限の操作に慣れたところで、そのまま柵を出て外乗りへ向か

う。最初に難関の急な坂道を降りた後は、平坦な道で、紅葉の山あ

い、刈り取りの終わった田んぼと小川の流れる里山、晩秋の京丹波

の自然を満喫しました。 

ランチの主人が馬で先導、奥さんは後ろから軽四トラックでエス

コートと写真撮影のサービス、馬もよく調教されており、安心して

楽しむことが出来ましたが、奥さんの話では「電話を受けた時、ど

んな二人が来るのかと心配していた」とのことでした。ちなみに私

の乗った馬（MATOWA）は大河ドラマ「麒麟がくる」にも出たそう

です。 

馬の優しい目に癒され、馬の背に揺られながら、ゆったりと流れる時間の中、戦争のない平和で自由
．．．．．．．．．．

な
．
日本に生きていることにあらためて感謝でした。  
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のっぺい 

多摩・田園 竹内 純一 

師走に母の七回忌で京都へ帰った。もう実家もないので法要には菩提寺の本堂をお借りすることにし

た。親戚も少ないので私と家内、二人きりの質素な法要である。 

数日前から天気予報は今シーズン最大の寒波襲来を伝えていた。当日は底冷えのする日で、晴れにも

かかわらず最高気温が 10 度に届かなかった。こんな日こそ京都駅からタクシーで移動したいところだ

が、あいにくとタクシー乗り場は長蛇の列。急なインバウンド観光客や修学旅行、国内旅行の増加に、

一旦減らしたタクシー乗務員の数が追い付いていないようだ。やむを得ず電車と徒歩で移動する羽目に

なった。 

さて、七回忌が始まるのは午後 2 時なので、お寺に入る前に予め目星をつけておいた六条新町の「招

福亭」へ行った。麺類や丼物の老舗である。午後 1 時頃、お昼時をずらしたつもりだったが 1 階は満席

という。寒さをがまんして外で待っていると、ほどなくカウンターに着席できた。 

コートを脱いで着席するなり卓上のメニューを手

に取る。「茶そば」が有名とあったが、うどんや丼物

も種類豊富だ。しばらく考えてから『冷えた身体には

暖かいもの』と「のっぺい」にすることにした。ご存

知の通り「のっぺい」は「しっぽく」の「あんかけ」

である。元になった「しっぽく」は「かやく」のこと

で、だいたい甘辛く煮たしいたけ、かまぼこ、麩、青

菜などが入っている。すりおろしの生姜が天盛され

ているのもお約束である。滋賀県長浜市の名物だが

京都市内にも「のっぺい」を出すお店は多い。 

普段なら「うどん」にするところだが、ちょっと考えてからお店のウリである「茶そば」でお願いし

た。待つこと 5 分「のっぺい」が到着。だしの香りが鼻をくすぐる。まず、あんを口に入れる、『熱っ』。

あんかけは熱いのが当たり前。不覚にもやけどするところであった。次はそばを引き出し、良く『ふう

ふう』して二口目。だしの味覚が口いっぱいに広がる。甘辛く煮たしいたけ、これは好物なので後にと

っておき、かまぼこ、ほうれん草の順で食べていく。かやくには、煮しいたけ、かまぼこ、ほうれん草、

海苔、板麩が入っていた。だしの効いたあんと茶そば、かやくを交互に口に運び、最後はだしを全部飲

み干した。ただ、「のっぺい」に関しては「うどん」で注文したほうが良かったかもしれない。ちょっと

茶そばが柔らかくなりすぎるようだ。 

お寺へ行ってから、ご住職に「招福亭」へ行ったと話すと『ああ、あそこは「おいしい」わ。うちも

よう行きます。茶そばもうどんもご主人が早朝から作ったはります。』とのことだった。確かに店内には

観光客はほとんどおらず、自転車やバイクで来る地元の人が多かったようだ。最近は「食べログ」を始

め、ネット情報があふれているが、やはり地元民に愛されるお店が一番だと思う。 

今も、お店の女性やカウンターの隣に座った女性客の京都弁が懐かしい。次にいく時は「きつねカレ

ーうどん」にしよう。カレーが跳ねないように食べるのは難しいけれど。 
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▌じゃお県央 

みかん園収穫 

12 月 21 日みかん園収穫に参加しました。参加者は 16 名でした。前日の曇りの予報から変わり青空

が広がり風も無く最高の一日でした。以前（霊園のできる前）は渋沢駅からみかん園に直接に歩くか、

峠行きのバスに乗り途中の中学校前で降り歩く事も多かったと思います。バス停を降りると直ぐ山道？

に入ります。家一軒見ることなくみかん園まで行けます。本当に楽しい尾根道？でした。霊園が出来、

尾根道が分断され 40 段もの階段を降りて霊園の中を歩き、また階段を登って元の道に戻る事になり歩

く人がほとんどいなくなりました。 

バスは途中で降りてしまう為この先の峠とはどんな所だろうと思っていました。僕は峠とはその地域

の人にとって何処に行くにも通る所で昔は奉公に出る人を送る場所で有り、お盆休み等で帰る人を迎え

る場所で有り、戦争中は出征兵士を見送り、その遺骨を迎える場所であった。又戦後は進学する子供や

就職する人を見送る場所で住人にとって喜び、哀しみを秘めた所だったと思います。また旅人も越えて

いく道でした。そこの住人は旅と道の安全を願って道祖神等をそこに祭り、旅人は手を合わせて（手向

け）越えて行ったのでしょう。これが峠の語源であるとも言われています。峠は和製漢字だそうで、中

国語では嶺の字が近い様です。近年は自動車道路が整備され、峠の下にはトンネルが出来、峠を通る人

はハイカー等に限られて廃道化が進んでいる様です。さてここの峠はどうでしょうか。普通何々峠（ヤ

ビツ峠等）ですが、いきなり峠とはどう言うことでしょう、分かりません。峠行きのバスは 10 分足ら

ずで終点（峠）に着いてしまいます。ちょっとがっかり 30 分位走って着いてほしかった。ここにも「峠

トンネル」が有ります。 

峠地区の紹介にトンネルを抜けると人家二十数軒（現在はもっと多い）の明るい農村風景が広がる。

かつて集落か茶屋が峠にあり水を求めてここまで下りて来たか、又は街道が変わったかであろうと。 

ここは峠どころか、すり鉢の底、窪地です。ここに

は秦野市の重要文化財である石の 6 地蔵がある、5 体

の坐像と1体の立像で中の1体に文安元年（1444年）

11 月 6 日（室町時代）の年号が記されている。真静

院の門前に置かれている（今は敷地のみ）。みかん園

はここから 20 分か 30 分の所と思います。 

今まで無かった事ですが枯れるみかんの木が見ら

れます、松枯れや、最近ではナラ枯れが問題になって

いますが、どちらも甲虫により媒介された線虫や菌

（カビ）により水の供給が阻害されて枯れる様です。 

ここのみかんの木はどうなんでしょうか。それは

さておき今日はみかんの収穫日です。収穫は誰にと

っても楽しく嬉しいものです、援農に行った川野さ

んのみかんと比べると器量も悪く皮も厚いのですが

味はそう変わらないと思います。我々の育てた我々

のみかんですから。 

（県央 原 建吾 記 大場 幸雄 写真）  
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▌じゃお多摩・田園 

紅葉の豪徳寺と世田谷の歴史スポットを巡る～仲間と街歩き～ 

2022 年 11 月 29 日（火）多摩・田園の「仲間と街歩き」は、初の試みとなるガイドツアーです。公

益財団法人 世田谷区産業振興公社が「世田谷観光ボランティアガイド」を運営しているのを知り、紅葉

の時期を狙って開催しました。 

最初の訪問地は豪徳寺です。豪徳寺は曹洞宗の寺院

で、彦根藩主・井伊家の江戸における菩提寺です。境

内には秋に色づく木々も多く、一歩、足を踏み入れる

と別世界のように静寂が広がっています。この日は、

ガイドの方々が「こんなにきれいな紅葉に出逢えるの

は初めて」というほどに見ごろでした。 

招福猫児（まねきねこ）の伝説があり、招福殿には

多くの招福猫児が奉納されていました。 

境内にある井伊家の墓所には、幕末の大老、13 代

井伊直弼、豪徳寺の中興開基の 2 代直孝等のお墓があ

りました。ガイドの方から「桜田門外の変」にまつわる話を聞き、幕末のうねりを感じることができま

した。（写真上：紅葉の豪徳寺） 

豪徳寺の紅葉を堪能した後は、世田谷代官屋敷へ

と向かいます。世田谷代官屋敷は江戸時代中期以来、

彦根藩世田谷領 20カ村の代官を世襲した大場家の役

宅です。主屋と表門が近世中期の代表的上層民家と

しての旧態を保存しているとして国の重要文化財に

指定されています。大場家は、その後代々世田谷信用

金庫の経営に関わっているそうです。（写真右・世田

谷代官屋敷表門で解説を聞く一行） 

最後は松陰神社を訪れました。松陰神社は名前か

らわかるように吉田松陰を祀っています。安政の大

獄に連座した吉田松陰の刑死から 4年後、松陰門下生であった高杉晋作、伊藤博文等によって、小塚原

回向院にあった松陰の墓はこの地に改葬されました。明治になり、墓畔に社を築いたのが松陰神社の始

まりです。近年は学問の神様として訪れる人が絶えません。 

残念ながら、この日は終日どんよりした曇でしたが、雨や嵐に見舞われなかったのは、招福猫児（ま

ねきねこ）のご利益だったのかもしれません。 

我々一行には 6 名のボランティアガイドが付き添ってくださいました。質問すれば答えていただけま

すし、お寺の内部など、見学できない場所や歴史的人物の人やなりは手持ちの資料を使って説明しても

らえました。歩きながら、世田谷のボロ市の由来や歴史上の人物のことなども教えていただきました。 

ガイドが付くと、当時の歴史や生活が手に取るように理解できます。参加された皆さんからも「興味

深い話を聞くことができた」と大変、好評でした。 

（多摩・田園 竹内 純一 記・写真） 
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グラファーズ 12 月撮影会はメタセコイアの紅葉 

2022 年最後の撮影会は、季節柄紅葉を撮ろうということで、相模原市南区にある神奈川県立相模原

公園にてメンバー6 名の参加で実施しました。 

公園自体は、面積 26 ヘクタールで新宿御苑の約半分の広さです。今回の撮影対象としたメタセコイ

アのあるフランス式庭園をはじめ花しょうぶ園、森の木展望台、サカタのタネグリーンハウス（温室）

などなど、様々な楽しみがあります。 

フランス式庭園を見たとき、美しく左右対称に設計

されたのだと感激しました。芝生に控えめに植えられ

たパンジーやビオラ、きれいに刈込された小木、抑揚

のある噴水、そして左右に紅葉し、葉を落とし始めた

メタセコイアが壮大に立ち並びます。これらを今回撮

影して来ました。 

まず、左右対称に美しくある完全に人工的な被写体

をどの角度で、どのように撮ったらよいか考えました。

そしてやはり左右対称に、また風景写真でもあるので近くから遠くまでピントを合わせる。こうして何

回もシャッターを切りました。ただ、青空が見える時間が少なかったのが残念です。 

左右対称物以外では、整然と雄大に立ち並ぶメタセコイアを表現したくレンズの焦点距離あるいは、

絞り値を変え撮影しました。 

また、この庭園の横に「サカタのタネ」が運営する大きな温室があり、熱帯の珍しい植物があるとの

ことで、そちらも撮影して来ました。一口に温室と言っても、熱帯雨林と砂漠地帯では、温度も湿度も

まるで違います。ここの温室は、いくつもの植物の自生地の気候条件を作り出すため、細分化されてい

ました。世界中の植物を一か所で同時に鑑賞し、写真撮影も出来る。素晴らしく楽しかったです。 

今回撮影の写真を HP のグラファーズギャラリーで見ることが出来ます。是非、ご覧いただき、ご意

見等頂けると嬉しいです。また、グラファーズメンバーも募集していますので、是非お声がけください。 

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/ 

（多摩・田園 露木 茂良 記・写真） 

  

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/
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クリスマスにコンサートを楽しむ 

12 月 25 日（日）14 時から、ミューザ川崎シンフォニーホールで「東芝フィルハーモニー管弦楽団 

第 49 回定期演奏会」が開催され参加しました。竹内さんから「仲間と街歩き 特別編」として企画し

たいという提案があり、会員に参加を募ったところ、奥様同伴の方を含めて 15 名（多摩・田園 10 名、

県央 2 名、湘南 3 名）の方が参加されました。 

「東芝フィルハーモニー管弦楽団」は 1989 年に創立されたアマチュアのオーケストラです。団員は

原則として東芝グループ社員で構成され、当日は 75 名が出演されました。1996 年にはアメリカ、2001

年には欧州（イギリス、フランス、ドイツ）での海外公演も行い、アメリカ・カーネギーホールで行わ

れた演奏会は当時日米各紙で取り上げられたそうです。指揮者は河地良智氏で、2011 年より洗足学園音

楽大学副学長、同大学院長、同大学名誉教授等を歴任され、本楽団の常任指揮者として創立以来指導さ

れておられます。 

会場の「ミューザ川崎シンフォニーホール」は JR 川崎駅から 2 分の地にあります。2004 年 7 月にオ

ープンし、ステージの裏側にも客席があり、4 階まである 2,000 人収容可能な大ホールです。木を多用

した渦巻き型の内装で、残響の長いクラシック音楽向きの音響が特徴です。 

今回はクリスマスに関連した 3 曲が演奏されました。1 曲目はディーリアス作曲の「3 つの小さな音

詩」第 2 番：冬の夜（そりすべり）でした。この作曲者は 1862 年にイギリス北部の裕福な商人の家庭

に生まれ、1886 年からドイツで正式な音楽教育を受け、パリに移って職業作曲家として活動を開始し、

その後はフランスのグレ＝シュル＝ロワンに移り住んで活動を続けたそうです。この作品は 1887 年の

クリスマス・イブにドイツの作曲家仲間とのパーティーで披露するために作曲されたそうで、そりの鈴

の音から始まる小曲です。2 曲目はチャイコフスキー作曲の組曲「くるみ割り人形」でした。序曲、行

進曲、金平糖の精の踊り、ロシアの踊り、アラビアの踊り、中国の踊り、葦笛の踊り、最後は花のワル

ツで華麗に終わりました。休憩の後はメンデルスゾーン作曲の交響曲第 5 番「宗教改革」でした。1830

年 6 月の「宗教改革（アウグスブルク信仰告白）300 年祭」のために作曲されたが間に合わなかったた

め演奏されず、1832 年に初演されたが評価は思わしくなくその後何回か改訂したが気に入らず、存命

中に演奏されることはなかったそうです。第 3 楽章の冒頭は叙情的な美しい旋律で始まり、第 4 楽章の

最後はすべての楽器が奏でる壮大でかなり激しい演奏で終わりました。アンコールはモーツァルト作曲

の「アヴェ・ヴェルム・コルプス」合唱無しの団員編曲指揮者校正版（カトリックで用いられる聖体賛

美歌）とヨハン・シュトラウス 2 世作曲のワルツ「春の声」で華やかに飾りました。 

CD などで聴くのも良いですが、やはり生の音楽を楽しむのは格別の贅沢であります。参加された方

からは竹内さんのもとに次のような声がありました。 

『ミューザ川崎は大変立派な会場で、演奏を堪能しました。』 

『コロナ禍で練習できない時期を乗り越えての演奏会。ここまでの苦労が分かりました。』 

『メンデルスゾーンの交響曲第 5 番「宗教改革」では、練習の成果が発揮されていると感じました。』 

今回の企画は竹内さんの奥様とヴァイオリンの T.H さんとが同じテニススクールというご縁で実現

しました。厚く御礼申し上げます。 

（多摩・田園 石井 武則 記） 


